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(２)トリガー戦略 

トリガー戦略は、羽田空港の再拡張・国際化、川崎港の機能強化などの基幹となる交通拠点の拡

充や羽田連絡道路、東扇島水江町線、殿町夜光線延伸などの幹線交通網の構想・計画を踏まえ、臨

海部の新たな展開を先導する地区やエリア（戦略拠点、重点整備地区及びサポートエリア）を設定

し、その整備・充実を図り、臨海部の活性化を実現しようとするものである。 

《戦略拠点》 交通網の結節点に位置し、大規模な土地利用転換が見込まれる、殿町

3丁目地区と浜川崎駅周辺地区を臨海部の新たな展開を先導する戦

略拠点として位置づける。 

《重点整備地区》 公有地を中心に大規模な土地利用転換が見込まれ、東扇島水江町線の

整備が計画されている水江地区を重点整備地区に位置付ける。 

《サポートエリア》 戦略拠点、重点整備地区を支援・補完するエリアとして、塩浜地区、

産業道路駅周辺地区、浮島地先、多摩川リバーサイド地区、大師

ジャンクションをサポートエリアに設定する。 

これらの地区やエリアを有機的に連携させ、さらに既存の産業地帯との連携を深めることにより､

臨海部の活性化に向けたトリガーとする。 

 

トリガー戦略 概念図

対象地域 
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ア 戦略拠点及び重点整備地区 

臨海部の新たな展開を先導する戦略拠点として殿町 3 丁目地区と浜川崎駅周辺地区を、重点

整備地区として水江地区を位置付け、整備の基本方向を以下に示す。 

 

①戦略拠点：殿町３丁目地区（約４０ha） 

○羽田空港の対岸に位置する殿町 3 丁目地区は、大規模工場跡地を中心とした区域であり、

2010 年の羽田空港再拡張・国際化の効果を神奈川側に波及させる神奈川口構想の中核と

して、臨海部の発展を先導 

○羽田空港再拡張・国際化のポテンシャルを充分に活かした複合拠点の形成 

○研究開発・業務機能、商業・業務・レクリエーション・賑わい交流機能、臨空関連・物流

（流通加工）・産業支援機能などを主体とした拠点と新しい玄関口の形成 

殿町３丁目地区 
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②戦略拠点：浜川崎駅周辺地区（約１０４ha） 

○重厚長大産業をはじめとする広域的な工場地帯である京浜臨海部の中ほどに位置してお

り、工場跡地等の土地利用転換により、研究開発機能を中心とした複合市街地を先行的に

形成 

○環境・安全・エネルギー等の研究開発拠点の形成と循環型社会実現のための産業、業務、

情報機能等の導入 

○小田栄地区 研究開発拠点に隣接する商業・業務、都市型住宅等の複合市街地の形成 

  

③重点整備地区：水江地区（約６ha：公共用地部分） 

○既存産業の高度化・複合化などに資する高度な先端技術分野の産業や研究開発機関等の集

積を促進し、その効果を臨海部全域に波及 

○環境負荷低減への取組を地区全体で実践し、先導的役割を担う地域として形成 
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イ サポートエリア 

戦略拠点、重点整備地区を支援・補完するエリアとして以下のサポートエリアを設定する。 

 

塩浜地区 ・戦略拠点間を中継するエリア 
・ロジスティクスのメンテナンス､レスト機能など交通面や臨海部

に不足する緑・アメニティなどをサポート 

産業道路駅周辺地区 ・交通結節点として､戦略拠点・羽田空港・臨海部などに対する公共

交通網をサポート 

浮島地先 ・高速道路網を中心とする広域交通の結節点 
・産業地帯を支えるバッファエリア等としてサポート 

・職住近接の魅力ある住宅供給により既存産業の高度化を支援 
・多摩川へのアクセスの向上、遊歩道・親水空間の整備により地域

環境を向上 

大師ジャンクション ・道路交通の結節点として､臨海部の交通利便性の向上に寄与 
・道路交通の結節点にふさわしい機能の導入 

  

多摩川リバーサイド地区
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(３)テーマ戦略 

臨海部における「目標とする理念」のもと、整備に向けた６つの基本方向を定め、これに基づき

ガイドイドラインを策定し、土地利用を誘導することとした。 

テーマ戦略は、この６つの基本方向に対応したテーマからなっている。 

エリア戦略が各地区で実現しようとする誘導目標を示すのに対し、テーマ戦略は、基本方向に沿

って、テーマ毎に臨海部全体をどのように誘導していくかを示すもので、各エリア・地区の地理的

要因や関係性を踏まえながら、これを有機的に連係させ、「目標とする理念」の実現を目指すもの

である。 

 

④地域環境・防災・緑 ⑤文化の発信 ⑥後背地との共生 

①産業の活性化 ②交通環境 ③地球環境・エネルギー 

６つの基本方向とテーマ 

1 持続可能な産業地帯としての活性化を図る ①産業の活性化 

2 交通環境の改善を進める  ②交通環境 

3 地球環境・エネルギー問題の解決に貢献する  ③地球環境・エネルギー

4 地域環境の改善、防災力の向上、緑地の増加を図る  ④地域環境･防災･緑 

5 新しい文化の発信源となる  ⑤文化の発信 

6 後背地との共生を築く  ⑥後背地との共生 
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①多摩川ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ地区

②塩浜西地区 

③塩浜東地区 

④浮島町地区 

⑤千鳥町地区 

⑥東扇島地区 

⑦水江町地区 

⑧扇町地区 

⑨浜川崎駅周辺･浅野町地区

⑩白石･大川地区 

⑪扇島地区 

(202ha)

(111ha)

(256ha)

(384ha)

(207ha)

(484ha)

(177ha)

(182ha)

(85ha)

(395ha)

(243ha)

戦略拠点：浜川崎駅周辺地区

重点整備地区：水江地区

戦略拠点：殿町３丁目地区

エリア(4) 地区(11) 

多摩川 

リバーサイド 

エリア 

川崎臨海 

東部エリア 

川崎臨海 

中央エリア 

川崎臨海 

西部エリア 

テーマ戦略 

産業の活性化 交通環境 

羽田空港国際化を有効に活

用し、殿町３丁目地区を川

崎臨海部産業の高度化を先

導する高度先端技術等の戦

略拠点として整備 

化学･金属工業の高効率化

と研究開発機能の強化に向

けた誘導 

塩浜操車場の物流基地化に

向けた整備検討 

石油精製・化学の高効率化

と研究開発機能の強化に向

けた企業間連携の推進 

石油化学･ｴﾈﾙｷﾞｰの高効率

化・高付加価値化に向けた

企業間連携の推進 

市営ふ頭の再整備（効率的

な物流機能の振興） 

殿町３丁目地区への交通ア

クセスの改善(ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの

整備、バス路線の整備) 

国道 409 号線の表面整備 

産業道路の交通環境の改善 

大師線連続立体交差事業の

推進 

鉄道駅に近接したﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ

の整備、バス路線の整備 

放置車両対策等による円滑

で安全な交通の確保 

バス等の交通利便性の向上 

臨港道路東扇島水江町線の

整備促進 
交通負荷の増大に配慮した

土地利用誘導 

道路利用者間の連絡体制の

強化・利用調整 
交通負荷の増大に配慮した

土地利用誘導 

駐車場の整備による交通環

境の改善 
自転車及び歩行者の安全確

保のための環境整備 

川崎駅東扇島線沿道の整備 

中小工場の操業環境確保

（土地利用転換する場合の

適切な誘導） 

東京港･横浜港と連携した、

高効率･高機能な物流拠点

の形成 

先端技術の事業化に向けた

先進的製造機能の導入 

コンパクトな工業地帯と

しての魅力アップ 

製鉄所の高効率化・高付加

価値化に向けた誘導 

殿町夜光線の沿道及び各交

差点の整備 

企業連携によるバス等交通

利便性の向上 

製造、物流、エネルギー、

リサイクル等の複合産業地

区としての整備 

浜川崎駅周辺地区の整備 

THINK での研究開発機能の

誘致 

コンテンツ産業等の導入 

南武支線の利便性向上に向

けた取り組み 

バスターミナルの充実 

産業道路主要交差点におけ

る交通環境の改善 

立地企業間の連携強化によ

る交通環境の改善、路線バ

ス運行の検討 
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テーマ戦略

文化の発信 後背地との共生 地球環境・エネルギー 地域環境・防災・緑 

環境面で世界最先端に位置

する製鉄所情報の発信 

(新型シャフト炉の建設) 
新エネルギーの導入促進 

風力発電設備の整備 

殿町夜光線の沿道環境改善 

公的施設の再整備に併せた

地域環境の改善 

内奥運河沿いの環境整備、

水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸの形成 

工場見学など産業観光の推進

川崎大師、河港水門をはじめ

とする地域の魅力発信 

水と緑の軸となる多摩川への

ｱｸｾｽﾙｰﾄの確保 

産業道路沿道の環境改善 

臨海部の防災拠点としての

消防署の機能強化 

既存緑地の有効活用 
 

 

工場見学など産業観光の推進

川崎大師をはじめとする地域の魅力発信

職住が近接、多世代が交流する魅力的住

宅地としての更新誘導 

羽田空港との近接性を活かしたまちづく

りの誘導 

貨物鉄道網を活かしたモーダ

ルシフトの検討 
未利用エネルギーの有効活用 

（火力発電所の蒸気を周辺事

業所に供給） 

新エネルギーの導入促進 

(天然ガス、バイオマス発電

所) 

川崎駅東扇島線沿道の整備 
既存緑地のアメニティ向上 
市営ふ頭における耐震岸壁
の整備  
各事業所における液状化対
策の推進 

小公園・緑地の整備、幹線
道路沿道の整備、ネットワ
ーク化 
各事業所における液状化対
策の推進 

地域住民と連携した地域文

化の発掘、発信 

工場見学など産業観光の推進

魅力的な夜景などの情報発信

THINK での新しい文化の発信 

｢映像のまちかわさき｣の情報

発信 

コリアタウン、アウマンの家を

はじめとする地域の魅力発信 

立地している多様な中小企

業の紹介、情報発信 

世界最先端の製鉄所情報の

発信 

工場見学など産業観光の推進

住工共存型の複合市街地と

しての魅力向上 

公的施設の再整備に併せた

市民福祉の向上 

公園の利便性向上による市

民との共生 

公園の利便性向上による市

民との共生 

交通利便性の向上による就

業環境の改善 

身近なレクリエーションの

場としての魅力発信 

新エネルギーの導入促進と

普及・ＰＲ(太陽光発電の新

システムーメガワットソー

ラーの整備と普及・PR 施設

の設置) 

未利用エネルギーの有効活用 

（火力発電所の蒸気を周辺事

業所に供給） 

新エネルギーの導入促進 

省エネルギーの推進 

未利用エネルギーの有効活用 
蓄電システムの開発・製造促進 

多摩川リバーサイドの立地

特性を活かしたアメニティ

豊かな水と緑の軸の形成 

既存緑地のアメニティ向上 

多摩川沿いの環境整備、ネ

ットワーク化 

各事業所における液状化対

策の推進 

東公園･西公園等を活用し
たアメニティの向上 
基幹的広域防災拠点の充実 
耐震岸壁の活用による防災
機能の強化 

小公園・緑地の再整備、有
効活用  幹線道路沿道の
整備、ネットワーク化 
各事業所における液状化対
策の推進 

小公園・緑地の整備 

幹線道路沿道の整備、ネッ

トワーク化 

小公園・緑地の再整備、有
効活用  幹線道路沿道の
整備、ネットワーク化 
各事業所における液状化対
策の推進 
 

工場見学など産業観光の推進

魅力的な夜景などの情報発信

｢デザインコンペ｣の実施等

による臨海部の魅力発信 

東公園・西公園等の魅力の

向上 

川崎マリエンの利用向上 

（展望室、テニスコート等）

ゼロエミッション工業団地
など立地企業の環境技術等
の紹介、情報発信 
工場見学など産業観光の推進

立地している多様な企業・

工場の紹介、情報発信 

工場見学など産業観光の推進

後背地の住宅市街地との共

生 

魅力的な住宅・住環境（環

境、公園・緑地、レクリエ

ーション、文化等）の整備 

環境技術の情報発信拠点に

おける新エネルギー・省エ

ネルギー事業の展開 

公園の利便性向上による市

民との共生 

公園の利便性向上による市

民との共生 

事業者と市民の地域活動へ

の協働の取組、地域交流に

よる共生 

施設の更新と連携した省エ

ネルギーの推進 

アイドリングストップなど

の展開によるエコドライブ

の推進 

廃棄物の有効活用などによ

る省エネルギーの推進 

新技術の活用による省エネ

ルギーの推進 


